
 

「分数」を考えていたら、数の並びに「きまり」のあることが見えてきた 

（№１、２の問題より）ヒントを基にして、与式を次のように展開できます。 
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－と＋を相殺して、上式 = 
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 です（部分分数分解といい、実際に中学

入試で出題されています）。かけ算で表されている２つの数字が、単位分数の分

母となり、２つの分数がひき算で結ばれています。このことを利用すると、 
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 ①となります。 

次に、答えの分数を見てみます。 １

１×２
 （１番目）= 

１

２
 、

１

１×２
 + 

１

２×３
（２番目までたした） 

= 
２

３
 、

１

１×２
 + 

１

２×３
 + 

１

３×４
（３番目までたした） = 

３

４
 …と順にたしてみると、分子は「何

番目までたしたかを表す数」、分母は「分子より１大きい数」となっています。

上記①の １００

１０１
 は、「１００番目までたした答え」となります。 

分数を考えていたら、いつのまにか数字の規則的な並び方を考えていました。 

授業で「算数・数学は、『きまり』を見つけると、すっきりするんだよ」とよく言い

ます。算数・数学をはじめとした自然科学は、自然が生み出した「法則」「規則性」に

満ちあふれています。こういった「法則」「規則性」を、児童が自ら見付けて「面白い！」

と感じてくれると、私はとてもうれしいです。 

 

では、ｎ番目までたすと、答えは？ 規則性に従い、
ｎ

ｎ＋１
 となります。 

算数担当が、算数を教えつつ、いろいろ

なことを考えてみました。 

№３：「分数」を考えていたら… 
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